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研究活動報告

特別講演会

マッシモ・リヴィバッチ（MassimoLivi-Bacci）教授が来日し，１月７日，本研究所で標記の講

演をおこなった．リヴィバッチ教授は1936年生まれで，1966年以来イタリアのフィレンツェ大学で人

口学の教授をつとめている．この間，国際人口学会（IUSSP）会長など国内外で多くの要職につき，

現在，イタリア共和国上院議員，イタリア学士院会員，日本学士院客員をつとめている．ヨーロッパ

はもちろん世界の人口学のトップクラスの指導者の一人であり，欧州および世界の人口史の権威として知

られ，とりわけ世界人口史を簡潔かつ統計学的に説明したA ConciseHistoryofWorldPopulation

（1997年刊）は，欧米の大学・大学院における人口学の教科書・参考書として広く読まれている．

リヴィバッチ教授の研究業績は人口問題の幅広い分野にわたるが，今回の講演では先進諸国共通の

問題である少子化について，歴史的かつ国際的視点からお話しいただいた．特に講演のポイントとし

て，（１）必ずしも「低出生力＝人口減少」ではなく，今日から見れば高い出生力でも，高死亡力や

出移民のため人口が維持できないこともあった（逆もしかり）こと，また（２）歴史的に見れば，出

生力には相当のいわば「伸縮性」があることが指摘された．この2点は，現代の人口問題を考える上

でヒントになるであろう．

当日は所内外から約50名の参加者があり大盛況であった．とりわけ河野稠果・麗澤大学名誉教授と

明石康・ジョイセフ会長より貴重なコメントをいただいた．これを機に日本とヨーロッパ，なかでも

イタリアとの研究交流が盛んになることが望まれる．なおこのたびリヴィバッチ教授に当研究所で講

演をしていただくことができたのは，慶應義塾大学の速水融名誉教授ならびに津谷典子教授のご厚意

による．厚く御礼申し上げる． （佐藤龍三郎記）

マッシモ・リヴィバッチ「歴史的視点からみた少子化」

人口統計分析と将来人口推計：

ホンジュラス貧困削減戦略モニタリングシステム人材育成プロジェクト

本事業は，JICAの貧困削減戦略モニタリングシステム人材育成プロジェクトの一貫として行われ

たもので，ホンジュラス国家統計局（INE）の統計専門職ならびに関係省庁の職員向けに人口統計分

析の講義を行うと同時に，将来人口推計の実践を通じて人口の変動メカニズムに対する理解を深め，

将来の人口構造を展望するための基礎的な知識と手法を習得してもらうことを直接的な目的としてい

る．とりわけホンジュラスでは，来年実施が予定されている国勢調査の結果が公的な将来人口推計に

用いられるという事情から，既存のデータを用いて人口分析と将来推計を行うことのできる人材の育

成が急務とされており，それと平行して有効な推計に必要な調査票の設計や動態統計の整備も求めら

れている．

これまで本国INEで行われてきた将来人口推計には，アメリカセンサス局の関係者が作成した推計

プログラムが用いられている．現行推計の手法はデータの限られた環境下において用いられるもので，

前回の国勢調査（2001年実施）の結果をもとに2003年に推計が行われている．2001年国勢調査の結果
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から得られる出生率，死亡率，および移動数などの情報を基に各人口変動要因の将来仮定値がつくら

れ，2015年までの地域別（市町村別，県別）推計，さらにそれらを基にして2050年まで全国推計の結

果が出されている．

今後，人口から国勢を理解し，自らの国の将来の人口構造を自分たちで展望することの重要性が多

くの職員に共有されれば，貧困削減を含めた包括的な国家戦略の実践に大きな効果が期待できるので

はないだろうか．ちなみに，中米のスペイン語圏の国々における日本の国際貢献の場はいまだ限定的

で，本事業のような活動への参画機会は様々な意味において貴重であると思われる．

（佐々井司記）

韓国人口学会2010年大会

韓国人口学会は，2010年11月26日に国立ソウル大学において同学会の年次大会を開催した．大会は，

同国の人口学会会員による一般学術研究報告とともに，日本ならびに中国人口学会の代表者を招請し

た“TowardInternationalCooperationonCurrentDemographicIssuesinEastAsia”（東

アジアにおける人口学的課題に関する国際協力に向けて）と題する国際セッションが開催された．

国際セッションは，韓国人口学会会長の全廣煕（KwangHeeJun）による歓迎のスピーチに始ま

り，金斗燮（Doo-SubKim）教授の司会のもと，中国人民大学の�振武（ZhaiZhenwu）教授によ

る「中国の人口問題」と題する報告，髙橋が「低出生率下の超人口高齢化」，国立ソウル大学の権泰

煥（Thai-HwanKwon）名誉教授が「韓国人口の将来動向と課題」と題する基調報告をそれぞれ行っ

た．その後３名の討論者が各報告をもとに東アジア各国の人口動向と課題について議論を交わした．

この国際セッションの，議論を通じ東アジア各国が抱える人口高齢化や少子化問題等の共通性につい

て理解が進み，今後のこの研究領域における相互の交流と共同研究の可能性について議論を深めた．

韓国人口学会は，国際人口学会（IUSSP）の次の年次総会を2013年に韓国の釜山市で開催するこ

とになっており，今大会の参加者はそれに向けて，東アジア各国の人口研究に関する学術交流の一層

の発展を相互に確認した． （髙橋重郷記）


